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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 患者動静報告の感染情報の入力確実にお願いします。

· 本多　富美様～6/18am10時から6/19pm16時まで院長先生より口答指示にて許可が下りています。

· 哘　政広様～安ヶ平先生より心理検査は少し期間をおいてから行なうとの指示あり、心理に

　　　　情報提供しています。来週Drに確認し指示を頂きます。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～終日隔離中です。昨日室内の壁を一時的に叩く事あり、「呼んでみたんです。聞こえましたか」と話される事があります。スタッフへの対応は穏やかさあります。何かい言いたげにされていますが、言葉が出て来ず「忘れました」と物忘れ発言が聞かれています。夜間の睡眠は確保出来ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

スタッフコールがあった際、対面し人との関わりの中で現実に目を向けて頂く事も治療一環です。対面時の様子等きちんと記録に残して行きましょう。物忘れが見られる際、焦らず「思い出したら話て下さい」といった関わりや食事を食べたにも関わらず「食べてない」と言った発言が聞かれる場合はメニュー等を提示したり、日々の関わりの中で現在の日付、時間、天気等も知らせ本人に感じ取って頂くようにしましょう。

＜新入院・要観察患者様について＞

板橋　トミ様～　食事減塩食6g指示にて対応しています。現在朝食の味噌汁がつかない状況で、その分の必要摂取カロリーについて栄養士に確認しています。味噌汁に変わる物を検討して頂くようお願いしています。

玉井　クニ子様～患部（左肩から上腕）周囲の発赤、腫脹、内出血増強しています。室岡整形外科内服薬と湿布、サポーター固定にて対応しています。昨晩安静保持目的の為、21時から7時まで安ヶ平先生指示にて身体拘束を行ない静かに休む事出来ています。安静保たれている事から本日は身体拘束せず環境調整（ベット除去等）し観察を密にし対応して行きます。明日の朝で他科薬処方切れとなります。以後当院での処方になりますので、Drに情報提供し指示を仰いで行きます。

哘　政広様～　　主治医安ヶ平先生より入院加療の必要性を説明された後より、「憂鬱で何も考えたくない。お金の事が心配」と表情冴えず、昨日の昼・夕食、本日朝食は牛乳のみと残食が見られています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　SWより情報提供

　　　　　　　　母親はグループホーム入所中、姉様は本人の放火等今までの経緯について関わりをもつ事が不安な様子あり、保護者選任について現在検討中。住所も拘置所のままの状態。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　評価

本人は退院後の生活について漠然としたイメージしか持ち合わせておらず、家族の援助も得がたい状況にある。出所後すぐにボンドを購入し吸引したりと問題行動があり社会適応能力に欠ける部分があり援助が必要。

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

今後、事がうまく運ばないと粗暴行為や自殺企図等に走る可能性も頭に入れながら、本人の観察（睡眠状態・食事摂取量・表情・口調・態度・他者との交流・話しの内容）をして行きましょう。













